
保育所名
（経営主体名） 住所・電話番号 定員 受入年齢

継立まつば保育園
（学校法人　松田学園）

継立 176 番地 29
☎ 75-2032 60 人 生後 9 週～

マロンキッズ保育園
（学校法人　松田学園）

朝日 3 丁目 115 番地 8
☎ 76-7258 19 人 生後 9 週～

3 歳未満

【表 1】町内の保育所

園　名
（経営主体名） 住所・電話番号 定員 受入年齢

栗山いちい認定こども園
（社会福祉法人　水の会）

中央 3 丁目 309 番
地 5
☎ 72-1572

101 人 生後 9 週～

幼保連携型
栗山めぐみこども園

（学校法人　栗山立正学園）
錦 2 丁目 62 番地
☎ 72-4914 25 人 満 1 歳～

【表 2】町内の認定こども園（2・3号）

クラブ名（地区名） 定員 開設時間

にじのこ児童クラブ 1 組（栗山）
※

40 人

【月～金曜日】
下校時 ～ 18：30

【土曜日、夏・冬休み、 学校休業日】
8：00 ～ 18：30

にじのこ児童クラブ 2 組（栗山）
※

40 人

マロンキッズ児童クラブ（朝日） 20 人

どんぐり児童クラブ（角田） 20 人

かぜのこ児童クラブ（継立） 20 人

【表 3】町内の児童クラブ

入所申込受付開始入所申込受付開始入所申込受付開始

保育所・認定こども園・児童クラブ

令和 2 年度令和 2 年度

　

令
和
２
年
度
に
新
た
に
保
育

所
・
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
所
を
希

望
す
る
児
童
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

◆
受
付
期
間　

　

11
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

　

ル
ー
プ
（
窓
口
⑤
番
）

　

☎
�
２
２
２
２

※
入
所
申
込
書
な
ど
は
提
出
先

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

保
育
所（
表
１
）

認
定
こ
ど
も
園
（
表
２
）

◆
入
所
条
件　

次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で

保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親

族
の
方
が
家
庭
で
お
子
さ

ん
を
保
育
で
き
な
い
場
合

①
就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
・
パ
ー

ト
・
自
営
）

②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
や
同
居
者
の
疾
病
・

障
が
い

④
就
職
活
動

⑤
そ
の
他

◆
保
育
の
必
要
量（
保
育
時
間
）

○
標
準
時
間

　

午
前
７
時
半
～
午
後
６
時
半

（
就
労
時
間
が
月
１
２
０
時

間
以
上
の
方
）

○
短
時
間

　

午
前
８
時
半
～
午
後
４
時
半

（
就
労
時
間
が
月
64
時
間
以

上
１
２
０
時
間
未
満
の
方
）

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
入
所
申
請
書
（
町
様
式
）

※
第
３
希
望
ま
で
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

※
入
所
希
望
の
多
い
保
育
所
・

認
定
こ
ど
も
園
は
利
用
調

整
を
行
い
ま
す
の
で
、
第
１

希
望
の
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
に
入
所
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

②
雇
用
証
明
書
ま
た
は
、
保
育

が
必
要
な
理
由
を
確
認
で

き
る
書
類

※
育
休
明
け
の
方
は
育
児
休
業

期
間
の
わ
か
る
書
類
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

③
令
和
元
年
度
の
住
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書　

※
平
成
31
年
１
月
１
日
に
栗
山

町
に
住
民
登
録
の
な
い
方

の
み
で
す
。

◆
保
育
料　

４
～
８
月
は
令
和
元
年
度
、

９
～
３
月
は
令
和
２
年
度
の

住
民
税
額
に
よ
り
算
定

児
童
ク
ラ
ブ（
表
３
）

◆
利
用
条
件　

昼
間
、
保
護
者
が
仕
事
な
ど

で
い
な
い
家
庭
の
小
学
１

～
６
年
生
の
児
童
が
対
象

◆
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
申
込
書

②
雇
用
証
明
書

③
令
和
元
年
度
の
住
民
税
課
税

（
非
課
税
）
証
明
書　

※
平
成
31
年
１
月
１
日
に
栗
山

町
に
住
民
登
録
の
な
い
方

の
み
で
す
。

◆
利
用
料　

令
和
元
年
度
の
住
民
税
額

に
よ
り
、
５
段
階
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

※
傷
害
保
険
料
は
別
途
負
担
に

な
り
ま
す
。

令和 2 年度

※栗山地区児童クラブ利用希望の場合は、定員を超えると待機になる場合があります。
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を
行
い
、
そ
の
中
で
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
の
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
う
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
を
回
り
紹

介
し
て
い
く
中
で
、
１
年
半
で
私
た

ち
が
知
っ
た
栗
山
の
魅
力
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
、
あ
ら
た
め
て
そ

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
私
た
ち
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
向
き
合
う
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

２
人
は
現
在
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
工
房
の

開
設
に
向
け
神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
１

年
間
の
研
修
に
行
っ
て
い
ま
す
。
研

修
を
終
え
栗
山
町
へ
戻
っ
た
際
に

は
、
研
修
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
た
活
動
を
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
新
隊
員
を
含
め
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

【
問
い
合
わ
せ
】

町
Ｐ
Ｒ
隊
事
務
所

☎
�
７
７
２
９

cafe

＆bar

く
り
と
く
ら
２
階

（
旧
昭
和
堂
時
計
店
）

新
隊
員
２
人
が
着
任
！

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.41

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
井
上
で
す
。
10
月

1
日
付
け
で
、
新
た
に
２
人
の
隊
員

が
着
任
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
！ 

１
人
目
の
隊
員
は
岡
佑
樹

さ
ん
。

神
奈
川
県
横
浜
市
出
身
で
、
趣

味
は
旅
行
だ
そ
う
で
す
。
電
車
も
い

い
け
れ
ど
、
長
距
離
バ
ス
が
特
に
好

き
で
、
風
景
の
移
り
変
わ
り
を
見
る

こ
と
が
バ
ス
旅
行
の
醍
醐
味
だ
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
海
外
11

カ
国
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
る
そ

う
で
、
と
て
も
好
奇
心
旺
盛
な
方

で
す
。

２
人
目
は
土
山
俊
樹
さ
ん
。

札
幌
市
出
身
で
芸
術
系
の
学
校

を
卒
業
し
た
こ
と
も
あ
り
、
似
顔
絵

が
得
意
で
す
。
東
京
と
台
湾
を
拠
点

に
似
顔
絵
師
と
し
て
仕
事
を
し
て
い

た
経
験
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
サ
ッ

カ
ー
歴
は
12
年
で
、
小
学
校
か
ら
始

め
た
サ
ッ
カ
ー
を
栗
山
で
も
続
け
た

い
と
町
内
の
チ
ー
ム
練
習
に
参
加
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

着
任
後
、
２
人
は
栗
山
町
を
知

る
た
め
、
町
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
研
修

地域おこし協力隊の新隊員委嘱交付式が 10 月 1 日に行われ、佐々
木学町長から委嘱状が手渡されました。

交付式で佐々木町長から「これまで活動している地域おこし協
力隊の皆さんは『わかもののまち栗山』を合言葉に頑張っています。
4 年後の工房開設に向けて、高度な技術を身につけてもらい、栗山
の活性化に向けてお力を発揮していただきたい」と話されました。

岡　佑樹（おか　ゆうき）さん
「早く栗山町になじんで、皆さ

んとものづくりを楽しみたい
です。よろしくお願いします」

土山　俊樹（つちやま　としき）さん
「札幌市から来ました。栗山町

の目的やニーズに沿った工房づ
くりに貢献したいと思います」

町の研修では、DIY 工房のレーザー加工
機や、UV プリンターの使い方を学びま
した。

ものづくりで町を活性化

地域おこし協力隊委嘱状交付式


